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春
色
の
風
景
を

          

探
し
に
行
こ
う
!

広
報



健
康
診
査
と
３
歳
児
健
康
診
査
を
受
診
し

た
幼
児
の
養
育
者
に
対
し
、
本
市
独
自
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
の
「
こ
ど
も
の
未
来
応

援
給
付
金
」
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

〇
新
生
児
の
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
や
、

多
子
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
第

２
子
以
降
の
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育

所
等
の
保
育
料
無
償
化
を
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
・
発

達
と
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

〇
市
民
一
人
一
人
が
、
食
生
活
や
身
体
活

動
な
ど
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
や
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ

と
な
ど
、
若
い
世
代
か
ら
の
生
活
習
慣
病

予
防
や
健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。

〇
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
な
ど
の
健
康

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
市
民
で
構
成
さ
れ
る
８

つ
の
地
域
部
会
、
関
係
団
体
や
企
業
等
と

も
連
携
・
協
働
し
、
市
民
が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制

づ
く
り

〇
敬
老
優
待
乗
車
証
の
交
付
や
タ
ク
シ
ー

料
金
、
錦
川
清
流
線
や
柱
島
航
路
の
運
賃

の
助
成
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
生
活
や
社

会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

〇
安
定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
就
職
し
た
介
護
福
祉
士
や
介
護
支
援
専

門
員
に
対
す
る
給
付
金
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
資

格
の
有
無
を
問
わ
ず
、
新
た
に
介
護
職
と

し
て
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就

労
し
、
１
年
以
上
勤
務
し
た
方
に
対
す
る

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
介
護
人
材
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

〇
聴
力
機
能
の
低
下
し
た
軽
度
・
中
等
度

難
聴
の
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
認
知
症
の
予
防
、

閉
じ
こ
も
り
の
防
止
を
図
り
、
社
会
参
加

を
支
援
し
ま
す
。

■
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り

〇
手
話
や
要
約
筆
記
な
ど
に
よ
り
障
害
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
専

門
人
材
の
育
成
や
社
会
参
加
の
促
進
を
引

き
続
き
図
り
ま
す
。

〇
発
達
障
害
児
に
対
す
る
適
切
な
支
援
が

身
近
な
地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援

機
関
の
連
携
強
化
や
、
自
ら
も
発
達
障
害

の
あ
る
子
の
育
児
を
経
験
し
た
ペ
ア
レ
ン

ト
メ
ン
タ
ー
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
家

＜

は
じ
め
に＞

　

今
後
も
、
決
断
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進

し
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
第
３
次
岩
国
市
総
合
計
画
」
の
理
念

に
も
掲
げ
て
い
る
地
域
や
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
「
と
も
に
歩
み
」、

岩
国
の
未
来
を
「
と
も
に
創
り
」、
市
民

の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
て
「
と
も
に
輝

く
」、「
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
岩
国
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
充
実

〇
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
、
継

続
し
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相

談
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
妊
娠

届
出
時
と
産
後
の
面
談
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
給
付
す
る
経
済
的
支
援
を
一
体

的
に
行
い
ま
す
。

〇
令
和
６
年
10
月
か
ら
、
１
歳
６
カ
月
児

令
和
６
年
度
の
施
政
方
針

～
岩
国
市
の
主
な
取
り
組
み
～

施政方針の全
文を市ホーム
ページに掲載
しています

　　
市
議
会
３
月
定
例
会
で
福
田
良
彦
市
長

が
表
明
し
た
施
政
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
施
策
を
示
し
た

も
の
で
す
。

問
政
策
企
画
課
☎（
29
）５
０
１
３

2広報いわくに

１
市
民
一
人
一
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち（
健
康
・
福
祉
）

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
7
つ
の
基
本
目
標



族
等
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

〇
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
や
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
支
援
が
必
要
な
認
知
症

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
早
期
把
握

と
早
期
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
医
療
体
制
の
堅
持

〇
山
口
県
や
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療

体
制
の
構
築
、
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保

や
育
成
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
特
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の
確
保
対
策

と
し
て
、
市
内
の
分
娩
を
取
り
扱
う
医
療

機
関
に
対
し
て
、
産
科
病
床
を
確
保
す
る

た
め
の
新
た
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
中
山
間
地
域
の
中
核
病
院
の
一
つ
で
あ

る
市
立
美
和
病
院
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
６
月
末
の
開
院
に
向
け
、
整
備

を
進
め
ま
す
。

観
光
の
促
進
及
び
滞
在
時
間
の
延
長
や
宿

泊
客
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。　

〇
錦
帯
橋
下
河
原
駐
車
場
の
段
階
的
な
移

転
、
縮
小
を
図
る
た
め
、
錦
帯
橋
周
辺
に

観
光
駐
車
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〇
飛
行
艇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の
要
望
を
続
け
る

と
と
も
に
、
救
難
飛
行
艇
部
隊
の
活
動
内

容
等
を
紹
介
す
る
企
画
展
の
開
催
な
ど
、

機
運
の
醸
成
に
向
け
て
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進
・
商
工
業
の
振
興

〇
市
街
地
に
近
い
空
港
の
立
地
や
温
暖
で

住
み
よ
い
地
域
と
い
う
本
市
の
優
位
性
を

い
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機

会
の
拡
大
に
寄
与
す
る
幅
広
い
企
業
の
誘

致
を
進
め
ま
す
。

〇
特
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど

に
伴
い
、
都
市
部
か
ら
地
方
に
オ
フ
ィ
ス

進
出
す
る
企
業
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
市
内
中
小
企
業
に
向
け
て
は
、
生
産
性

向
上
に
欠
か
せ
な
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
や
そ
の
人
材
の
育
成
に
向
け
た
啓
発
・

支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
県
東
部
地
域
の
産
業
振
興
の
拠
点
施
設

と
し
て
期
待
の
大
き
い
（
仮
称
）
山
口
県

東
部
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
早
期
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

山
口
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化

〇
「
第
２
期
岩
国
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
ま
ち
の
集
客
力

を
高
め
る
「
岩
国
駅
前
南
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
」
へ
の
支
援
や
、
そ
の

再
開
発
ビ
ル
内
に
一
体
的
に
整
備
す
る

「
に
ぎ
わ
い
創
出
施
設
整
備
事
業
」
な
ど

に
つ
い
て
、
官
民
一
体
と
な
り
、
岩
国
駅

周
辺
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
■
空
港
の
利
用
促
進

○
開
港
か
ら
12
年
目
を
迎
え
、
令
和
６
年

度
中
に
は
累
計
利
用
者
が
4
5
0
万
人
に

達
す
る
見
込
み
と
い
っ
た
堅
調
な
利
用
状

況
に
あ
り
、
県
東
部
地
域
の
空
の
交
通
拠

点
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
お
け
る

一
層
の
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
い
こ
い
と
学
び
の
交
流
テ
ラ
ス
整
備
事

業〇
黒
磯
地
区
の
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
整
備
す
る
「
い
こ
い
と
学
び
の
交
流
テ

ラ
ス
」
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
末
の
完

成
に
向
け
、
引
き
続
き
、
建
設
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
や
公
園
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

■
観
光
交
流
の
推
進

〇
錦
帯
橋
や
「
錦
帯
橋
の
う
飼
」
を
は
じ

め
、
そ
の
周
辺
を
彩
る
桜
な
ど
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
で
、
夜
型
観
光
の
魅

力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え

な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
を
い
か
し
た
体
験

型
観
光
の
周
知
を
積
極
的
に
行
い
、
周
遊

２
創
意
工
夫
に
満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る
産

業
と
観
光
の
ま
ち（
産
業
）

～令和６年度施政方針から～

「いこいと学びの交流テラス」の完成イメージ

岩国駅西口の再開発事業の完成イメージ

美和病院の完成イメージ
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■
農
林
水
産
業
の
振
興

○
本
市
の
豊
か
な
地
域
資
源
や
特
性
を
い

か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○
特
に
、
農
林
水
産
業
の
将
来
を
担
う
後

継
者
や
新
規
就
業
者
を
確
保
し
育
成
す
る

と
と
も
に
、
新
規
就
業
や
施
設
整
備
に
対

す
る
支
援
な
ど
に
加
え
、
小
規
模
農
家
へ

の
支
援
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
担
い
手

と
な
る
捕
獲
隊
員
の
確
保
に
向
け
、
狩
猟

免
許
取
得
者
へ
の
猟
具
購
入
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
適
切
な

森
林
整
備
や
木
材
利
用
の
促
進
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
効
果
的
に
進
め
ま
す
。

■
岩
国
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

○
充
実
し
た
子
育
て
支
援
策
や
英
語
教

育
・
国
際
交
流
な
ど
、
本
市
の
地
域
特
性

や
強
み
を
い
か
し
た
市
独
自
の
取
り
組
み

も
含
め
た
魅
力
的
な
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
岩
国
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
な
が
ら
、
岩
国
ブ
ラ
ン

ド
の
魅
力
を
効
果
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、
本
市
の
認
知
度
や
好
感
度

の
向
上
に
つ
な
げ
、
関
係
人
口
の
創
出
を

■
幹
線
道
路
整
備
の
促
進

〇
渋
滞
緩
和
や
災
害
へ
の
対
応
、
岩
国
錦

帯
橋
空
港
や
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
岩
国
大

竹
道
路
や
藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
と
岩
国
西
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
向

け
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
国
や
山
口
県

に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〇
藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
や
楠
中
津
線
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

整
備
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
や
生
活
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
道
路
の
整
備

〇
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

自
動
車
や
歩
行
者
等
の
安
全
性
や
利
便
性

に
配
慮
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活

道
の
整
備
・
改
修
を
進
め
ま
す
。

図
り
ま
す
。

■
移
住
定
住
の
促
進

○
本
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
に

本
市
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
お

試
し
住
宅
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
活

用
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
移

住
相
談
の
充
実
や
魅
力
発
信
に
よ
り
、
交

流
・
関
係
人
口
の
増
加
や
移
住
・
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

〇
市
民
が
安
全
に
橋
り
ょ
う
等
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
計
画
的
な
補
修
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
南
岩
国
駅
・
新
岩
国
駅
の
周
辺
整
備

〇
南
岩
国
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
駅
舎

と
駅
前
広
場
に
続
け
て
、
駐
輪
場
を
整
備

し
、さ
ら
に
、昨
年
12
月
に
廃
止
し
た
「
南

岩
国
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
代
わ

る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
道
路
や

公
園
の
整
備
、
雨
水
排
水
対
策
な
ど
の
都

市
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
新
岩
国
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
整
備
工

事
に
着
手
し
、
安
全
で
利
用
し
や
す
い
広

場
と
な
る
よ
う
、
令
和
７
年
度
末
の
完
成

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

〇
令
和
４
年
10
月
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
よ
べ
る
ん
」
の
本
格
運
行
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
は
、
由
宇
地
区
に
お
い

て
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
実
施
し

岩国市の主な取り組み

３
地
域
資
源
を
賢
く
使
い
、
持
続
可
能
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち（
生
活
環
境
）

北河内地域のいわくに暮らしお試し住宅

整備が進められている藤生長野バイパス

南岩国駅周辺整備事業

岩国ブランド「いわくにmade」の
五蔵の地酒と「つまんでちょんまげ」

イメージ

岩国総合高校
灘中学校

至柳井

藤生
長野
バイ
パス

国道188号

至広島
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ま
す
。

〇
公
共
交
通
に
お
い
て
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
運
転
士
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
第
二
種
運
転
免
許
を
取
得
さ
れ
た
方

に
対
す
る
取
得
費
用
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
市
内
の
交
通
事
業
者
に
、
新
た
に

運
転
士
と
し
て
就
職
さ
れ
た
方
に
対
す
る

奨
励
金
の
支
給
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〇
交
通
事
業
者
が
行
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
事
務
の
効
率
化
や
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
へ
の
取
り
組
み
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
や

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
交
通
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
園
緑
地
の
整
備

〇
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
健
康
遊

具
の
整
備
、
樹
木
の
健
全
性
の
確
認
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

〇
愛
宕
山
ふ
く
ろ
う
公
園
に
お
い
て
、
障

■
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

〇
引
き
続
き
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
内
受

信
機
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
市
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
浸
水
対
策
等
の
推
進

○
排
水
路
の
改
修
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
場

や
雨
水
調
整
池
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

横
山
地
区
で
は
新
た
な
ポ
ン
プ
場
の
建
設

を
、
小
瀬
地
区
で
は
既
存
ポ
ン
プ
場
の
改

修
を
進
め
ま
す
。

○
河
川
に
お
け
る
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
に

よ
り
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
土

砂
災
害
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

■
犯
罪
・
事
故
の
抑
制

〇
自
治
会
に
対
し
て
、
防
犯
灯
の
設
置
費

用
や
電
気
料
金
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運
用
を
図

り
、
犯
罪
や
事
故
等
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。

■
米
軍
岩
国
基
地
安
全
対
策
の
促
進

○
航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

実
態
の
把
握
に
努
め
、
地
域
の
実
情
に
即

害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
一
緒
に
利
用
で

き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
追
加
整
備

し
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
対
策

〇
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
や
脱
炭
素

化
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
が
目
標
と
す
る
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

〇
電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
の
整
備
に
つ

い
て
、
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
公
共
施

設
へ
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

〇
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
費
の
助
成
金
を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
管
理
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み
で
あ
る
Ｔ

Ｎ
Ｒ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
水
道
・
下
水
道
の
整
備

〇
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
周
東
町
の
一

部
の
地
区
に
お
い
て
、
水
道
未
普
及
地
域

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

〇
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
各
処
理
区

の
面
整
備
を
着
実
に
進
め
、
川
下
地
区
や

岩
国
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
未
普
及
地
域

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
た
騒
音
軽
減
対
策
に
鋭
意
取
り
組
み
ま

す
。

○
こ
れ
ま
で
、
国
に
対
し
て
重
点
的
に
要

望
を
行
っ
て
き
た
、
住
宅
防
音
工
事
の
補

助
対
象
を
事
務
所
・
店
舗
等
に
拡
大
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
に
は
、
居

室
以
外
の
事
務
所
・
店
舗
等
も
含
む
住
宅

全
体
を
一
つ
の
区
画
と
す
る
外
郭
防
音
工

事
の
工
法
検
討
調
査
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
務
所
・
店
舗
等
の
防

音
工
事
に
つ
い
て
、
国
が
具
体
的
な
施
策

の
検
討
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
き
な

前
進
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

○
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
第
一
種
区
域
の

見
直
し
に
際
し
て
は
、
年
間
の
Ｗ
値
だ
け

で
な
く
、
空
母
艦
載
機
部
隊
の
滞
在
時
や
、

外
来
機
の
飛
来
な
ど
、
米
軍
の
運
用
に

よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
騒
音

状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

見
直
し
を
行
う
よ
う
、
継
続
し
て
国
に
対

し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

○
米
軍
関
係
者
に
よ
る
事
件
・
事
故
等
の

防
止
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
こ
れ
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
国
や
米
側
に

対
し
て
も
実
効
性
の
あ
る
対
策
の
実
施
に

万
全
を
尽
く
す
よ
う
、
し
っ
か
り
と
求
め

て
い
き
ま
す
。

４
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
安
心
・
安
全
）

～令和６年度施政方針から～

岩国市乗合タクシー「よべるん」
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■
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
力
の
向
上

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
協

育
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育

の
仕
組
み
を
い
か
し
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の

豊
か
な
学
び
や
育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

■
教
育
環
境
の
充
実

○
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
特
別
教
室
の
空
調

整
備
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
な
ど

を
進
め
ま
す
。

○
北
部
地
域
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

に
対
し
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
運
用
開

始
を
目
指
し
、
給
食
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

■
文
化
・
芸
術
の
推
進

○
岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団
等
と
連
携

し
、「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

○
美
和
文
化
会
館
の
改
修
や
吉
香
茶
室
の

利
用
促
進
な
ど
、
市
民
が
文
化
・
芸
術
に

気
軽
に
触
れ
、
多
彩
な
活
動
を
創
造
・
発

信
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
存
・
活
用

○
錦
帯
橋
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
本
市

に
招
へ
い
し
た
海
外
専
門
家
か
ら
得
ら
れ

公
民
館
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７

年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

○
元
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
の
指
導
の
下
、

小
学
生
や
保
護
者
が
様
々
な
運
動
や
競
技

を
体
験
す
る
「
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス

タ
」
や
、「
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど

い
」
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
促
進
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

た
知
見
を
踏
ま
え
、
世
界
遺
産
登
録
推
薦

書
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

○
市
民
や
山
口
県
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
文
化
庁
に
対

し
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
行
い
ま
す
。

○
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
、

横
山
・
岩
国
に
ま
た
が
る
城
下
町
地
区
に

お
い
て
、
文
化
的
景
観
の
価
値
を
保
存
・

継
承
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
岩
国

高
校
記
念
館
の
改
修
工
事
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
歴
史
的
な
資
源
を
活
用
し
た
、

城
下
町
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
な
博
物
館
の
建

設
工
事
に
着
手
し
、
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

○
本
市
の
生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
中
央

○
県
立
武
道
館
の
整
備
に
つ
い
て
、
県
の

本
体
工
事
に
向
け
た
既
存
の
地
中
配
管
の

移
設
や
施
設
の
解
体
工
事
等
の
準
備
工
事

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
早

期
整
備
に
向
け
山
口
県
と
連
携
し
て
い
き

ま
す
。

■
国
際
交
流
の
推
進

〇
日
本
語
や
日
本
文
化
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
、
英
語
教
育
や
国
際
交
流
が
充
実
し

た
「
英
語
交
流
の
ま
ち
Ｉ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｎ

ｉ
」
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

〇
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

岩
国
駅
東
口
に
開
設
し
て
い
る
「
英
語
交

流
セ
ン
タ
ー　
Ｐプ

ラ

ッ

ト

Ｌ
Ａ
Ｔ　
Ａエ
ー
ビ
ー
シ
ー

Ｂ
Ｃ
」
を

拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
、
英
語
の
学

び
・
学
び
直
し
や
日
本
人
と
外
国
人
が
楽

し
く
交
流
で
き
る
場
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

５
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
文
化
の
ま
ち

（
教
育
・
文
化
）

岩国市の主な取り組み

中央公民館の完成イメージ

県立武道館の完成イメージ

令和５年度に実施した「市民健康ス
ポーツのつどい」の様子

昨年11月に開催した「錦帯橋世界遺産国際シン
ポジウム」でディスカッションする海外専門家
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■
地
域
づ
く
り
活
動
の
促
進

○
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
の

整
備
の
ほ
か
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市

民
活
動
団
体
や
自
治
会
な
ど
の
多
様
な
主

体
が
広
範
囲
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
を
い
か
し
た
協
働
事
業
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
著
し

い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
を
け
ん

引
す
る
リ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
育
成
や
地
域

活
動
団
体
へ
の
支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
集
落
支
援
員
と
い
っ
た
外
部
人
材
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
と

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
が
実

感
で
き
る
よ
う
、
そ
の
促
進
に
努
め
る
一

方
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
不
慣
れ
な
方
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
財
政
基
盤
の
強
化

〇
歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
税
収
等
の
見
通
し
が
不
透
明

で
、
先
行
き
が
読
み
づ
ら
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

〇
歳
出
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

る
社
会
保
障
費
を
は
じ
め
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
な
ど
の
少
子
化
対
策
、
大
規
模

な
建
設
事
業
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理

や
更
新
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な

ど
に
多
額
の
財
源
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も

の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

〇
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
総
合
計
画

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
着
実
に

実
施
し
て
い
く
た
め
、
歳
入
の
確
保
や
歳

■
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
の
推
進

○
人
権
に
対
す
る
意
識
や
知
識
、
実
践
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
理
解

と
配
慮
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
「
第
４
次
岩
国

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
各

種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
、
複
雑
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
等
に
よ
り
、
更
な
る

業
務
の
効
率
化
や
市
民
満
足
度
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

○
「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
岩
国

市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
」
に
掲
げ
る
、

「
行
か
な
く
て
も
い
い
窓
口
」、「
迷
わ
な

い
窓
口
」、「
書
か
な
く
て
も
い
い
窓
口
」

の
実
現
を
図
る
た
め
、
電
子
申
請
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
申
請
書
作
成
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
電
子
申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等

の
利
用
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
が

出
の
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

〇
公
共
施
設
の
再
編
・
再
配
置
を
進
め
る

な
ど
、
次
世
代
に
負
担
を
か
け
な
い
最
適

な
公
共
施
設
を
目
指
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

〇
市
町
村
合
併
に
伴
う
施
設
整
備
に
よ
り

廃
止
と
な
っ
た
施
設
の
解
体
等
を
進
め
る

た
め
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
基
金
を

積
み
立
て
、
合
併
に
伴
う
建
設
事
業
の
整

理
を
進
め
ま
す
。

＜

む
す
び
に＞

　
今
、
時
代
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
技
術

革
新
の
進
展
等
も
相
ま
っ
て
、
急
速
な
ス

ピ
ー
ド
で
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
ま
た
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
様
々

な
地
域
課
題
が
生
じ
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応

が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
人
口
減
少
の
抑

制
や
地
域
活
力
の
向
上
を
目
指
し
、
現
在

の
総
合
戦
略
に
代
え
て
、
新
年
度
に
策
定

を
予
定
し
て
い
る
「
岩
国
市
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
構
想
総
合
戦
略
」
の
中
で
、
必
要

な
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
定
め
、「
新
し

い
岩
国
の
創
生
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を

礎
と
し
な
が
ら
、「
力
強
く
も
、
優
し
く
、

し
な
や
か
に
、
市
民
と
共
に
歩
む
市
政
運

営
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
安
心
・
安
全
）

６
多
様
性
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
と
協
働

で
暮
ら
し
を
支
え
、
育
む
ま
ち

（
市
民
協
働
・
多
様
性
）

７
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
政
経

営
に
取
り
組
む
ま
ち

　
　
　（
行
政
経
営
・デ
ジ
タ
ル
改
革
）

～令和６年度施政方針から～

市役所窓口でキャッシュレス決済
を利用している様子

岩国市地域おこし協力隊員

7 2024.4.15
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（前年度 733億2,000万円）一般会計予算 810 億円

岩国市の予算

市税　 （22.5％）
市民税など

地方交付税 （20.8％）
国からの交付金

国庫支出金 （19.0％）
特定の事業に対する国からの補助金など 使用料および手数料 （1.4％）

公の施設の利用料や住民票の発行などの役務の対価

（3.1％）25億1,300万円

米軍や自衛隊の飛行場など特定施設に対する交付金

国有提供施設等　
所在市助成交付金

諸収入 （1.1％）
延滞金や雑入など

地方譲与税 （0.9％）
国税として徴収したものを自治体に譲与する税

その他 （2.0％）

民生費 （31.3％）
児童・高齢者・障害者福祉などの経費

その他 （0.2％）

歳
　
入

歳
　
出

182億　406万円

168億　800万円

153億5,216万円

 （6.0％）県支出金
特定の事業に対する県からの補助金など

 48億2,660万円    

借入金

市債 （13.2％） 106億6,040万円    

基金からの繰り入れ

繰入金　  （6.4％）    52億     63万円

地方消費税交付金 （3.6％）
地方消費税の市町村分

 29億5,600万円

11億4,450万円

7億3,153万円

16億9,915万円

 253億3,049万円

総務費 （18.9％）
庁舎管理・徴税などの経費

 153億2,454万円

土木費 （14.9％）
道路・公園・河川整備などの経費

　120億9,457万円

衛生費 （7.5％）
ごみ・し尿処理や健康推進などの経費

60億5,431万円

公債費 （7.1％）
市債の元金や利子などの償還金

57億4,884万円

小中学校・幼稚園教育などの経費

教育費 （11.4％）92億7,453万円

１億6,574万円

9億 397万円

消防・救急・防災などの経費

消防費 （3.3％）26億8,863万円

農林水産業の振興や農林道の整備などの経費

農林水産業費 （2.8％）22億5,709万円

商工業の振興や観光事業などの経費

商工費 （1.7％）13億6,411万円

土砂崩れなどの災害復旧のための経費

災害復旧費 （0.4％） ３億2,962万円

議会の運営、議員報酬などの経費

議会費 （0.5％） ３億6,753万円
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令和6年度
予算編成の方針

　投資政策的経費※ 2　
総合計画の基本目標である「市民一人一人がいきいきと暮らせるまち」、「創意工夫に満ちた活力あふ
れる産業と観光のまち」などの実現に向けて、重要度、緊急度、事業効果などを勘案し、より優先順
位が高い「まちづくり実施計画」※3 に登載する事業を選択しました。

◆

（前年度 355億5,080万円）特別会計予算366億 万円4,610

会計名   予算額
土地取得事業 　6億　100万円
後期高齢者医療   31億6,400万円
国民健康保険 159億8,500万円
介護保険 161億5,100万円
周東食肉センター事業 151億8,000万円

会計名 　予算額
観光施設運営事業      　2,580万円
錦帯橋管理 　 2億1,520万円
市場事業 　 3億   880万円
駐車場事業      　1,530万円

用語説明

　令和 6 年度の予算は、財政運営の基本方針として財政計画に掲げている「将来負担の軽減」
を堅持しつつ、総合計画※ 1 に沿ったまちづくりの施策に基づく事業を実施することを基本
方針としました。 　財政課☎（29）5050問

　経常経費※4

事業実施の必要性などを検証し、徹底した事務事業の合理化、効率化、簡素化により、歳出の抑制を
図ることとし、おおむね令和5年度当初予算ベースで配分した一般財源※5 の範囲内で編成しました。

◆

　市債
将来負担の軽減を図るため、発行をできるだけ抑えるとともに、発行する場合は、財政的に有利な普
通交付税算入率の高い市債の活用に努めました。

◆

※ 1　総合計画
岩国市のまちづくりの一番大きな指針となる計
画で、まちの将来像や達成する目標、そのため
の手段などを取りまとめたもの
※ 2　投資政策的経費
公共施設やインフラの整備など将来に残る固定
的な資本を形成する事業や、市独自の政策を反
映したソフト事業などを行うための経費

※ 3　まちづくり実施計画
施策や事業を計画的・効率的に実現するための
３カ年の計画
※ 4　経常経費
現行の経常的な事業を維持していくための経費
※ 5　一般財源
特定の目的のみに使用できる特定財源に対し、
目的を定めずに使用できる財源



2,581万円
42億1,497万円
1億   848万円

4,900万円

1,174万円

954万円
190万円

9億3,743万円
3億8,590万円

2,434万円
340万円

576万円

800万円
100万円

3,550万円
3,050万円

6,531万円
1,500万円
1,500万円
2,691万円

663万円
3,068万円
3,000万円
2,068万円
2,046万円
7,624万円

2,000万円

2億7,470万円

8,435万円
2億5,280万円
1億4,566万円
7億  710万円
6億8,190万円

2,520万円
1億3,094万円

こどもの未来応援給付金支給事業（新）
子ども・子育て支援施設型給付費（拡充）
保育園運営費（拡充）
認定こども園運営費（拡充）

出産・子育て伴走型相談支援事業
子育てＤＸ幼児健康診査
                  サービス導入事業（新）
妊産婦アクセス支援事業（新）
病院事業会計関係費　
　○美和病院建設事業費出資金
周産期医療体制確保事業（新）
動物保護管理事業（拡充）

若者就職支援事業

がんばる農業経営体支援事業費補助金（新）
新規狩猟免許取得者猟具等購入費補助金（新）
端島漁港水産物供給基盤機能保全事業
黒島漁港水産物供給基盤機能保全事業

中心市街地活性化対策事業　
店舗魅力向上リニューアル事業
　〇店舗魅力向上リニューアル補助金
創業支援事業
サテライトオフィス等活用促進事業　
岩国錦帯橋空港利用促進費　
　〇岩国錦帯橋空港利用促進費（主要事業）　
観光駐車場等整備事業
   ○岩国二丁目駐車場整備事業
ふるさと応援寄附ＰＲ事業
メディアを活用した
               地域活性化推進事業（新）

社会資本整備総合交付金事業
藤生長野バイパスアクセス
                              道路整備事業
無電柱化推進計画事業
踏切道改良計画事業　
道路メンテナンス事業
　○橋りょう改修等事業
   ○道路施設改修等事業
愛宕地区排水施設改修事業　

今津川船溜り改修事業　
急傾斜地対策事業
新岩国駅前広場改修事業
南岩国駅前地区まちづくり事業（新）
楠中津線改良事業
黒磯地区いこいと学びの交流テラス
　　　　　　　　　　　　整備事業　
黒磯地区いこいと学びの交流テラス
　　　　 　  アクセス道路整備事業
岩国駅周辺再開発事業　

消防施設整備事業
   ○消防車両更新事業
防災行政無線整備事業
   ○防災行政無線戸別受信機整備事業

廃校利活用検討調査事業（新）
小学校トイレ改修事業
小学校施設整備費（新）　
灘小学校屋内運動場改築事業　
中学校トイレ改修事業
中学校施設整備費（新）
美和中学校屋内運動場改築事業（新）
文化的景観保存活用事業（拡充）
公民館整備事業
岩国市博物館整備事業
美和文化会館改修事業
スケートパーク整備事業
玖珂体育センター改修事業
小中学校日本語指導支援員配置事業
帰国・外国人児童生徒
                        教育推進支援事業
岩国北部地域給食施設整備事業
ふるさと学校応援補助金（新）

4,250万円
1億6,516万円
2億  691万円
2億8,241万円
4億　954万円

16億5,059万円

1億7,656万円
10億2,855万円

1億7,139万円
9,186万円
6,954万円
5,335万円

547万円
2億9,677万円

1,310万円
4億5,123万円
3億7,128万円

500万円
1,448万円
5,053万円

9億4,400万円
8億6,570万円
1億1,048万円

646万円
8,913万円
1,414万円

1,439万円
3億1,032万円
2億8,041万円

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

（仮称）岩国市博物館の完成イメージ

10広報いわくに



　40億    42万円
1,445万円
2,009万円

813万円
1億0,600万円

3,692万円

858万円
9,648万円

4億5,461万円
1,500万円

992万円
3,319万円

21億4,461万円

16万円
　 455万円
4,353万円

4,650万円
522万円

1億  998万円
1億2,400万円

8,770万円

712万円
9,327万円

200万円

公共施設等総合管理基金積立金（拡充）
総合戦略策定事業（新）
乗合タクシー運行事業
公共交通事業者支援事業（新）
地域づくり支援事業
地域おこし協力隊派遣事業（拡充）
御庄地区地域づくり
                  拠点施設整備事業（新）　
岩国高校記念館改修事業
基幹系システム更新事業
ＩＣＴ推進事業関係費
　〇遠隔接客システム導入事業（新）　
窓口サービスデジタル化推進事業（新）
特定防衛施設周辺整備費

　〇防犯灯電気料金助成事業
　〇防犯カメラ維持管理事業
　〇防犯灯電気料金助成金
　〇こどもインフルエンザ
                        予防接種助成事業
   ○１歳児健康診査事業
　〇排水路改修事業
　〇道路改良舗装事業　
   ○愛宕山ふくろう公園整備事業
   ○通津美が浦公園
                     トイレ改修事業（新）
　○岩国運動公園整備事業
   〇日米交流事業

　〇愛宕スポーツコンプレックス
　　　　　　　　　　　管理運営費
　〇小中学校学校給食運営事業　
　〇小中学校学校給食費等補助金　　
再編関連特別事業費　
　

　〇交通安全対策事業
　〇こども医療費助成事業　
　〇こどもを守る予防接種事業
　〇感染症対策医療材料備蓄事業
　〇岩国学校給食センター管理運営費　
米空母艦載機部隊配備等特別事業費　

　
　〇道路改良舗装事業
   ○公園施設改修事業
   ○看護学生修学資金貸付事業
　〇排水路整備事業　
　〇ポンプ場整備事業
　〇にぎわい創出施設整備事業
　〇にぎわい創出施設整備基金積立金
　〇英語交流センター運営事業

高齢者福祉優待乗車等事業
　○錦川清流線運賃助成事業費補助金
　○柱島航路運賃助成事業費補助金
高齢者活

い

き行
い

きサポート事業
高齢者補聴器購入費助成事業（新）
出産・子育て応援給付金支給事業

　
1億4,166万円

　6億   757万円
143万円

　4億6,787万円

149万円
3億   880万円

804万円
2,000万円

1億2,501万円
16億4,572万円

1億3,344万円
4,030万円
4,215万円
6,300万円

1億6,072万円
515万円

10億7,906万円
3,619万円

8,254万円
90万円

140万円
1億8,451万円

1,913万円
9,023万円

総務費

民生費

市が行う主要な事業と予算額を紹介します。
（〇印は事業の主な内訳を再掲したもの） 
　財政課☎（29）5050問 第2子以降の0～2歳児の保育料無償化

（令和6年9月～）

令和6年度
　主要な事業

特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した公共用施
設の整備など

再編関連交付金を活用した子育て支援、防災事業、住
民生活の利便性の向上に関する事業など　

米空母艦載機部隊配備等特別交付金を活用した、市の
活性化や住民生活の利便性の向上に関する事業など　

11 2024.4.15



主催

上河原大名行列終点奴道中終点

下河原

岩国小学校

臥
龍
橋

　【吉香神社】　　　　　　　旧藩主感謝祭　９時～９時30分
　【吉香公園内】　　　　　　青年部錦帯橋世界遺産推進ブース　10時～15時
　【錦川（錦帯橋上流）】　　　錦帯橋遊覧　　11時～13時、 14時30分～17時
                 　    　　　　　錦帯橋の渡し　13時～14時30分
　【錦帯橋下河原】　　　　　鉄砲隊演武　　13時～、14時30分～
　【錦帯橋上河原】　　　　　岩国太鼓　　　14時～14時30分
　【岩国小学校～吉香公園】　南条踊　　　　12時50分～14時
　　　　　　　　　　　　　奴道中　　　　13時～15時
　　　　　　　　　　　　　大名行列　　　13時30分～15時30分
協賛

問観光振興課☎（29）5116、（一社）岩国市観光協会☎（41）2037
※当日はできるだけ公共交通機関を利用してください

※錦帯橋通行止め
　13時ごろ～14時40分ごろ
※４月28日・29日の横山側は、全面駐車禁止

行列行進コースと交通規制

第46回第46回錦帯橋まつり
日時：４月29日㈷　場所：錦帯橋周辺（小雨決行）

　【横山鵜
う か い

飼広場】　　　　　城下町掘り出し市　９時～16時 (28日・29日)
　【吉香公園内】　　　　　　空手道演武　　　　10時～10時30分
　【本町通り】　　　　　　　本町えぇんじゃ　　10時～14時30分　
　【吉香茶室】　　　　　　　お茶会　　　　　　10時～14時
　【大明小路・本町通り】　　小

こ ぬ か

糠踊り　　　　　13時～14時
　【吉川史料館】　　　　　　明治維新と吉川家～激動の時代を牽引～　９時～17時
　【柏原美術館】　　　　　　新々刀名工「水

す い し ん し ひ で よ

心子秀世」＆江戸の音色　９時～17時
　【五橋文庫】　　　　　　　「小林東五の酒器」と「篆

て ん こ く

刻印材の魅力」　９時～17時

記号 行列名 出発時刻 錦帯橋
到着時刻

南 条 踊 　12時50分 　13時25分
小 糠 踊 り 　13時 　13時30分
奴 道 中 　13時 　13時40分
大 名 行 列 　13時30分 　14時
奴いきり区間

駐　車　禁　止
岩国側　９時～14時30分
横山側　８時～22時
車　両　通　行　止　め

岩国側　12時30分～14時30分
横山側　13時～15時30分

12広報いわくに



ラ
ス
瓶
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
テ
ン
ト
、
ビ
ー

チ
パ
ラ
ソ
ル
、
ド
ロ
ー
ン
、
１・
２
メ
ー
ト

ル
以
上
の
自
撮
り
棒
、
そ
の
他
危
険
と
な
り

得
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん

※
一
般
の
人
の
軍
服
お
よ
び
公
務
用
制
服
で

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

※
検
査
場
で
没
収
、
ま
た
は
放
棄
し
た
手
荷

物
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん

　
当
日
は
基
地
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
か
ら
基
地
内
の
会
場
ま
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
臨
時
運
行
し
ま
す
の
で
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
徒
歩
・
自
転
車
＝
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト（
旧

業
者
門
）　
７
時
～
14
時

※
正
門
と
Ｃ
ゲ
ー
ト
か
ら
の
入
場
は
不
可

※
14
時
以
降
の
入
場
は
不
可

※
自
転
車
は
、
正
門
手
前
踏
切
付
近
ま
た
は

基
地
内
の
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

○
保
安
上
の
理
由
に
よ
り
、
成
人
の
来
場
者

は
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

○
12
歳
以
下
は
成
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

○
13
歳
～
成
人
未
満
は
学
生
証
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
時
に
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
所
持

し
て
い
な
い
人
は
、
警
備
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
入
場
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
人
は
、
入
場
の
際

に
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）

の
提
示
が
必
要
で
す
。

○
入
場
の
際
に
荷
物
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
荷
物
を
持
ち
込
む
と
入
場
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
イ
フ
、
モ
デ
ル
ガ
ン
、
花
火
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
グ
リ
ル
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
／
ポ
ー
タ
ブ
ル
無
線
発
信
機
・
受
信
機
、

介
助
犬
（
要
証
明
書
）
を
除
く
ペ
ッ
ト
、
ガ

時
間　
○
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
→
基
地
内　
６
時
30

分
～
13
時

○
基
地
内
→
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅　
10
時
～
終
了

料
金　
片
道
５
０
０
円
（
小
人
半
額
）

※
定
期
券
、
優
待
乗
車
証
利
用
不
可

※
運
行
時
間
は
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

海上自衛隊 / 米海兵隊

岩国航空基地フレンドシップデー2024
日時：５月５日（祝） ７時～16時（航空ショー ９時～16時）（予定）

※基地内に駐車場はありません。自家用車、
バイク、原付での入場はできません
※徒歩または公共交通機関を利用してくだ
さい

問岩国基地イベント用録音案内☎（79）6227
海上自衛隊岩国航空基地広報室☎（22）3181（内線6180/6181）
観光振興課☎（29）5116、基地政策課☎（29）5024

岩
国
駅●

岩国税務署

至
柳
井

●米海兵隊
　岩国航空基地

岩国錦帯橋●
空港　

バ
イ
パ
ス

門前川

今津川

岩国市役所
●

川下出張所
●

正門113

188

188

189

2

15

C ゲート

ウエストゲート
★

徒歩・自転車
　  入場口

入場不可

入場不可

交通規制に関する問い合わせ　岩国警察署☎（24）0110
※交通状況によって、規制時間・規制区域が変更される場合があります

※米軍と海上自衛隊の共同開催です

2024.4.1513

交通規制図
5/4～5/5

　

入
場
手
順

　
入
場
門（
ゲ
ー
ト
）・

　
　
　
　
　
　
　
入
場
可
能
時
間

　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行

交通規制実施区域（予定）

　  　の区域は車両通行止（地区
住民・ 関係車両を除く）など

時間などについては調整
中です。最新情報は市ホー
ムページで
確認できま
す

交通規制実施区域（予定）

　  　 の区域は車両通行止（地区
住民・ 関係車両を除く）

5月4日 20時～5日 18時30分
※ただし、一部の地域では
5月4日  ６時～5日 18時30分

岩国基地イベントホッ
トライン（録音案内）
☎（79）6227

フレンドシップデー
公式サイト

最新情報は
コチラから
▶

▶

CHECK！
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《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
家
本
ゆ
り
江
（
元
町
）

【
再
任
】
松
田
洋
子
（
麻
里
布
町
）

【
再
任
】
森
田
敦
子
（
錦
町
）

【
敬
称
略
】

《
議
案
》

○
令
和
５
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）　
な
ど
５
議
案

○
令
和
６
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算　
な

ど
15
議
案

○
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
な
ど
３
議

案〇
岩
国
市
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例〇
岩
国
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
簡
易
水
道
条
例
及
び
岩
国
市
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
ど
４
議
案

〇
岩
国
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

〇
岩
国
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
漁
港
管
理
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
岩
国
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〇
岩
国
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
企
業
職
員
の
給
与
等
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例〇
岩
国
市
土
地
改
良
事
業
償
還
金
に
係
る
補

助
及
び
利
子
補
給
に
関
す
る
経
過
措
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

〇
岩
国
市
小
規
模
下
水
道
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

〇
い
こ
い
と
学
び
の
交
流
テ
ラ
ス
新
築
電
気

設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
４
議
案

〇
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
共
同
処
理

す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び
に
こ
れ

に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

〇
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

〇
岩
国
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

《
議
員
提
出
議
案
》

〇
岩
国
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

〇
岩
国
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

《
諸
般
の
報
告
》

○
岩
国
柱
島
海
運
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

《
監
査
報
告
》

〇
令
和
５
年
度
第
１
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
第
１
回
財
政
的
援
助
団
体
等

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
第
２
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　
３
件

《
報
告
》

〇
令
和
５
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

〇
公
用
車
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て　
３
件

〇
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

審議項目 件数
（うち議決件数）

結　　果

可決・採択
など

否決・不採択
など 継続審査

諸般の報告 １ ― ― ―

監査報告 ６ ― ― ―

報　　告 ５（１） １ 0 0

諮　　問 ３（３） ３ ０ ０

議　　案 48（48） 48 ０ ０

議員提出議案 ３（３） ３ ０ ０

　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
21
日
か
ら

３
月
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
や

一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

審
議
項
目
と
結
果

広報いわくに

市
議
会
３
月
定
例
会



エコラム
ＥCO-LUMN

地球温暖化防止

ごみ
ちょっと気にして、

もっと気にして!

問環境政策課☎（29）5102

Vol.203

問環境事業課☎（31）5304
環境事業所☎（31）7710
総合支所

2024.4.15

　
生
ご
み
処
理
機
器
は
、
生
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が

る
ほ
か
、
堆
肥
化
も
可
能
で
、
現
在
多
く
の
家
庭
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

か
ら
そ
の
補
助
限
度
額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
助
金
額
は
、「
電
気
式
」「
一
般
式
」
の
生
ご
み

処
理
機
器
１
基
に
つ
き
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内

の
額
で
、
そ
の
上
限
額
が
「
電
気
式
」
は
２
万
円
か

ら
３
万
円
に
、「
一
般
式
」
は
３
千
円
か
ら
４
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
申
請
時
期
が
購
入
前
か
ら
購

入
後
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。  

　

補
助
対
象
基
数
は
、
１
世
帯
あ
た
り
「
電
気
式
」

は
１
基
、「
一
般
式
」
は
２
基
ま
で
で
す
。

　
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
、
ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蛍
光
ラ
ン
プ
が
な
く
な
る
？

　
照
明
の
L
E
D
化
は
、
効
率
的
な
省
エ
ネ

対
策
の
一
つ
で
あ
り
、
蛍
光
ラ
ン
プ
や
白
熱

電
球
と
比
べ
て
、
消
費
電
力
や
寿
命
な
ど
の

面
で
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
5
年
10
月
30
日
か
ら

11
月
3
日
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
開
催
さ
れ
た
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条

約
第
5
回
締
約
国
会
議（
C
O
P
5
）」
に
お

い
て
、
水
銀
添
加
製
品
で
あ
る
一
般
照
明
用

の
蛍
光
ラ
ン
プ
（
住
宅
、
事
務
所
、
工
場
、

店
舗
、
作
業
現
場
、
街
路
灯
な
ど
で
一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
蛍
光
ラ
ン
プ
）を
、
そ

の
種
類
に
応
じ
て
、
2
0
2
7
年
末
ま
で
に

製
造
・
輸
出
入
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
廃
止
対
象
と
な
る
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
期
限

以
降
の
製
造
・
輸
出
入
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、

廃
止
期
限
後
に
お
い
て
も
在
庫
品
の
流
通
・

販
売
や
既
存
製
品
の
継
続
使
用
が
禁
止
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
照
明
用
の
蛍

光
ラ
ン
プ
を
使
用
し
て
い
る
設
備
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
計
画
的
な
L
E
D
化
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
蛍
光
ラ
ン

プ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
在
庫

切
れ
と
な
る
前
に
必
要
数
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造
・
輸
出
入
の
段
階
的

廃
止
ま
で
あ
と
数
年
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近

な
住
宅
や
職
場
な
ど
に
お
い
て
、
早
め
に

L
E
D
照
明
へ
の
切
り
替
え
を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
生
ご
み
処
理
機
器
」
の
購
入
補
助
金
の
限
度
額
が
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ちょっとちょっと
聞いて聞いて

　補助制度を利用して生ごみ処理
機器を購入した人を対象に行った
アンケート結果を、ホームページ
で公開しています。

補助制度を利用した人の声を公開し
ています

電気式（写真左）、一般式（写真右）
いずれも補助対象です

効果的な省エネ対策となる照明の
LED化を考えてみましょう



物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

の
申
請
は
４
月
30
日
㈫
ま
で
で
す

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰

に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
令
和
５
年
度
の
住
民
税

※
減
税
額
は
収
入
状
況
、
扶
養
人
数
な
ど
に

よ
り
異
な
る
の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
勤
務
先
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
課
税
課
☎（
29
）５
０
５
４

市
税
の
納
期

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　
第
１
期

納
期
限　
4
月
30
日
㈫

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
収
税
課
☎（
29
）５
０
５
９
、
総
合
支
所
、

支
所４

月
～
６
月
は
、
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
の
期
間
で
す

　
乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と
な
る
麻
薬
が
、

ケ
シ
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。

観
賞
用
と
し
て
植
え
て
も
よ
い
ケ
シ
も
あ
り

ま
す
が
、
植
え
て
は
い
け
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
大
麻
も
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
度
の
運
動
期
間
中
に
は
、
県
内

で
約
１
万
１
千
本
も
の
植
え
て
は
い
け
な
い

ケ
シ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
大
麻
や
栽
培
禁

止
の
ケ
シ
を
発
見
し
た
と
き
、
見
分
け
方
が

分
か
ら
な
い
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（
29
）１
５
２

６
、
岩
国
警
察
署
☎（
24
）０
１
１
０

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

　
　
原
則
禁
止
で
す

　
野
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
ご
み
や
剪せ
ん
て
い定
し
た
庭
の
木
な
ど

は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
市
の
定
期
収
集
に
出

す
か
、
ご
み
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
み
の
出
し
方
は
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
農
作
業
に
伴
う
雑
草
な
ど
の
焼
却

　
雑
草
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
の
例
外
で
す
が
、

湿
っ
た
物
の
焼
却
や
多
量
の
焼
却
を
す
る
と
、

大
量
の
煙
が
発
生
し
近
所
に
迷
惑
が
掛
か
り

ま
す
。
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
で
も
短

時
間
で
終
わ
る
よ
う
に
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
な

ど
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
環
境
政
策
課
☎（
29
）５
１
０
０

均
等
割
非
課
税
の
世
帯
を
支
援
す
る
給
付
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

対
象　
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税

（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
世
帯

※
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
岩
国
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
の
あ
る
世
帯
（
た
だ
し

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

等
の
み
か
ら
な
る
世
帯
は
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
）

支
給
額　
７
万
円
／
1
世
帯

申
請
期
間　
４
月
30
日
㈫
ま
で　

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
生
活
支
援
課

☎
０
１
２
０（
１
０
９
）２
０
７

令
和
６
年
度
定
額
減
税

　
賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
国
民
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
デ
フ
レ

脱
却
の
た
め
の
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
６

月
以
降
、
定
額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

減
税
額　
○
所
得
税
＝
３
万
円
／
人

○
個
人
住
民
税
＝
１
万
円
／
人

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１

ホームページ

お
知
ら
せ

ホームページ

違法なケシ

ホームページ

発見したら連絡
をお願いします

16広報いわくに

岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。
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市
の
組
織
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
が
変
更

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
10
年
以
上
必
要
で

す
。
ま
た
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
ま
で
に

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
や
、
納
付
済
期
間
が
40
年
未

満
の
場
合
、60
歳
以
降（
申
し
出
た
月
以
降
）

で
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
厚
生
年
金
お
よ
び
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
に
限
り
ま
す

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人

（
70
歳
ま
で
）　

○
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人
（
65
歳
ま
で
）

○
海
外
に
居
住
し
日
本
国
籍
を
持
つ
人
（
20

歳
～
65
歳
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
６
、
総
合
支

所
、
支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２

２
２第

２
種
運
転
免
許取

得
費
用
助
成

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
自
動
車
学
校

に
入
校
し
、第
２
種
運
転
免
許（
普
通
２
種・

大
型
２
種
）
を
取
得
し
た
人
に
対
し
て
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
新
た
に

第
２
種
免
許
を
取
得
し
た
70
歳
未
満
の
人

助
成
額　
免
許
取
得
費
用
の
４
分
の
１（
上

限
15
万
円
）

※
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
免
許
取
得
後
１
年

以
内
に
市
内
の
交
通
事
業
者
に
運
転
士
と
し

て
就
職
し
た
場
合
、
勤
務
年
数
に
応
じ
て
４

分
の
３
を
助
成
（
上
限
45
万
円
）

募
集
期
間　
受
け
付
け
中

申
所
定
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

交
通
政
策
課
へ

問
交
通
政
策
課
☎（
29
）５
１
０
６

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
さ
れ
た
部
署
を
一
覧
で

紹
介
し
ま
す
。

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

変　
更　
前

変　
更　
後

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部  
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
文
化
芸
術
班

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　
都
市
交
流
室

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部  

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
文
化
芸
術
班

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
班

　
都
市
交
流
室

環
境
部  

環
境
施
設
課

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
み
す
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
日
の
出
町
最
終
処
分
場

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
真
水
苑

環
境
部  

環
境
施
設
課

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
み
す
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
日
の
出
町
最
終
処
分
場

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

福
祉
部  

こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

福
祉
部  

こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
こ
ど
も
相
談
室

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
班

　
こ
ど
も
地
域
保
健
班

福
祉
部  

保
育
幼
稚
園
課

　
認
定
・
給
付
班

　
施
設
班

　
放
課
後
児
童
教
室

福
祉
部  

保
育
幼
稚
園
課

　
認
定
・
給
付
班

　
放
課
後
保
育
班

　
放
課
後
児
童
教
室

健
康
医
療
部  

健
康
推
進
課

　
管
理
班

   

健
診
班

　
健
康
づ
く
り
班

　
地
域
保
健
第
一
班

   

地
域
保
健
第
二
班

　
地
域
保
健
第
三
班

　
地
域
保
健
第
四
班

　
地
域
保
健
第
五
班

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

健
康
医
療
部  

健
康
推
進
課

　
管
理
班

　
健
診
班

　
健
康
づ
く
り
班

　
地
域
保
健
第
一
班

   

地
域
保
健
第
二
班

　
地
域
保
健
第
三
班

　
地
域
保
健
第
四
班

　
地
域
保
健
第
五
班

ホームページ



募
集市

営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
（
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
を
含
む
）

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

※
申
し
込
み
が
な
い
住
宅
の
他
、
若
者
定
住

対
策
住
宅
や
単
独
定
住
住
宅
の
一
部
に
つ
い

て
随
時
で
の
入
居
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す※（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会
、
総
合

支
所
農
林
建
設
課
・
建
設
課
、
出
張
所
（
岩

国
地
域
）に
備
え
付
け
の「
募
集
の
し
お
り
」

「
募
集
状
況
一
覧
表
」
を
参
照

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

※
単
身
可
の
住
宅
へ
申
し
込
む
場
合
は
除
く

（
未
成
年
者
は
単
身
不
可
）

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
法
に
規
定
す
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

募
集
期
間　
４
月
20
日
㈯
～
30
日
㈫
（
消
印

有
効
）

申
所
定
の
封
筒
に
申
込
書
を
同
封
し
、
郵
送

で（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会
へ

問（
一
社
）岩
国
公
営
住
宅
管
理
協
会

☎（
28
）６
３
８
０

種別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

市営住宅

本庁 岩国

松山 １ 30,300～59,400

山中 ４（1） 26,900～53,000

荒田 ５（2） 13,800～27,200

四方田 ３（1） 15,300～30,100

梅が丘※１ ７（2） 15,800～32,200

黒磯※１ ４（1）   8,400～19,600

通津※１ １ 12,700～23,100

由宇 由宇
貞清 ２（1） 17,700～34,900

上北
（内※2が１戸、※4が３戸）

４ 12,800～41,000

周東

周東

宇谷 １ 16,600～32,700

沖原※2 １ 17,500～34,300

川上※１ １   6,400～12,600

玖珂
久安 2（1） 21,300～41,800

正森 １ 26,100～51,300

錦 錦

須万地※１ 2（1） 15,500～35,600

久保※１ １ 22,300～51,300

尾川※１ １ 21,500～49,400

美和 美和 鷹ノ巣※１ １ 23,100～53,200

改良住宅 本庁 岩国
荒田 １ 8,800

四方田 ３（1） 14,100～14,200

特定公共
賃貸住宅

周東 玖珂 植山 ３ 49,000～55,000

錦 錦 久保 １ 39,000～49,000

美和
美和 陽の出 １ 32,000～40,000

本郷 和田 ２ 24,000～30,000

単独定住
住宅 美和 本郷

和田※１ １ 24,000

給田原※１ １ 33,000

若者定住
対策住宅 錦

錦 須万地※3 １ 22,000

美川 あおば※3 ２ 15,000～17,000

かっこ内は60歳以上世帯、障害者がいる世帯、母子・父子世帯などの優先枠
※１＝単身可（未成年者不可）
※２＝60歳以上の人や身体障害者、生活保護受給者などは単身可
※3＝世帯主が40歳以下の人のみ（単身可）
※４＝ 60歳以上の人のみ（単身可。世帯の場合、世帯員のうち配偶者のみ 60歳未満でも可）

募　
集
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対
象　
市
内
に
あ
る
花
壇

部
門　
〇
一
般
の
部
＝
地
域
、
職
場
な
ど
の

団
体　
〇
学
校
の
部
＝
小
・
中
・
高
校
、
総

合
支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
園

募
集
期
間　
4
月
15
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬

現
地
審
査　
８
月
下
旬

申
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
花
壇
の
写
真
を
添

付
し
て
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
支
所
へ

問
生
涯
学
習
課
☎（
29
）５
２
１
０

試
験自

衛
隊
一
般
曹
候
補
生

対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

シ
ニ
ア
世
代
セ
ミ
ナ
ー

（
さ
く
ら
大
学
）
受
講
生
募
集

　
教
養
・
健
康
な
ど
に
関
す
る
講
座
を
毎
月

１
回
開
催
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

※
会
場
に
よ
っ
て
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す

申
問
○
岩
国
供
用
会
館
・
市
民
文
化
会
館
・

東
小
中
学
校
地
域
開
放
棟
会
議
室
＝
中
央
公

民
館
事
務
所
☎（
29
）５
０
６
６　

○
平
田
供
用
会
館
＝
平
田
出
張
所

☎（
31
）２
５
１
４

○
川
下
供
用
会
館
＝
川
下
出
張
所

☎（
23
）０
６
４
１

○
愛
宕
供
用
会
館
＝
愛
宕
出
張
所

☎（
32
）６
１
３
０

○
灘
供
用
会
館
＝
灘
出
張
所

☎（
31
）８
７
０
７　

○
装
港
供
用
会
館
＝
装
港
出
張
所

☎（
23
）６
０
３
２　

○
小
瀬
分
館
＝
小
瀬
分
館
☎（
52
）３
３
１
２

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
　
参
加
花
壇
募
集

　
花
を
育
て
花
に
親
し
む
こ
と
で
、
環
境
の

美
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
地
域
連
帯
感

の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

※
入
賞
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
は
記
念
品
贈
呈

試
験
日　
○
１
次
試
験
＝
５
月
17
日
㈮
・
18

日
㈯
の
う
ち
１
日　
○
２
次
試
験
＝
６
月
15

日
㈯
～
18
日
㈫
の
う
ち
１
日

募
集
期
間　
５
月
７
日
㈫
ま
で

入
隊
時
期　
令
和
６
年
夏
・
令
和
７
年
春

※
出
願
時
に
選
択

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事

務
所
☎（
23
）１
５
８
０

市
職
員
（
ア
ピ
ー
ル
型
先
行
枠
、

職
務
経
験
者
、有
資
格
者
対
象
型
）

職
種　

事
務
、
事
務（
デ
ジ
タ
ル
）、
土
木
、

建
築
、
保
健
師
、
司
書
、
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
、
科
学
セ
ン
タ
ー
職
員

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集
要
項
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
市
職
員
採
用
専
用
サ

イ
ト
か
ら
閲
覧
可
）

募
集
期
間　
４
月
15
日
㈪
～
５
月
20
日
㈪

採
用
予
定
日　
10
月
１
日
～
令
和
７
年
４
月

１
日
の
間

申
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
各
募
集
要

項
を
確
認
し
、
申
し
込
み

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

講
演
講
座

自
走
式
樹
木
粉
砕
機
の

　
　
　
安
全
操
作
等
の
講
習
会

　
講
習
会
を
受
講
し
た
人
が
所
属
す
る
団
体

に
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
（
竹
チ
ッ
パ
ー
）
を

貸
与
し
ま
す
。
講
習
会
は
年
１
回
で
す
の
で
、

講
習
を
未
受
講
で
今
後
貸
し
付
け
を
希
望
す

る
団
体
の
人
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
23
日
㈭　
①
10
時
～　
②
13
時

～場
所　
東
部
森
林
組
合
錦
川
支
所
（
天
尾
1

0
0
0
―
5
）

定
員　
各
15
人

募
集
期
間　
５
月
16
日
㈭
ま
で

申
問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
５

職員採用
専用サイト

料金の記載がないものは原則無料です

ホームページ
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手
話
奉
仕
員
養
成
等
講
座

　　
手
話
の
日
常
表
現
を
習
得
し
、
聴
覚
障
害

者
の
支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
ま

す
。

※
一
部
講
座
は
、
ろ
う
児
と
そ
の
家
族
が
手

話
を
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象　
18
歳
以
上
（
ろ
う
児
を
除
く
）
で
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

※
ろ
う
児
の
参
加
可
能
年
齢
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

※
過
去
に
受
講
経
験
が
あ
る
人
も
受
講
可

日
時　
６
月
1
日
㈯
～
12
月
７
日
㈯
の
指
定

す
る
土
曜（
全
23
回
）　

場
所　
福
祉
会
館

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
手
話
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
表

現
能
力
を
学
ぶ

料
金　
６
０
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
一
部
受
講
の
ろ
う
児
な
ど
は
無
料

募
集
期
間　
５
月
17
日
㈮
ま
で

申
問
福
祉
会
館
☎（
24
）２
５
７
１

イ
ベ
ン
ト

銭
壺
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時　
４
月
27
日
㈯　
受
付
開
始
＝
７
時
45

分
（
登
山
開
始
＝
８
時
40
分
）

集
合
場
所　
由
宇
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容　
由
宇
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
銭
壺
山
山

頂
を
目
指
す

※
別
途
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
あ
り
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

持
参
品　
弁
当
、
飲
み
物
、
長
袖
・
長
ズ
ボ

ン
、
登
山
に
必
要
な
も
の

料
金　
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

申
問
N
Ｐ
О
法
人
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎（
63
）1
4
0
0

市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　
☎（
24
）１
２
２
１

宝
く
じ
文
化
公
演

●
ア
ニ
ソ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

対
象　
小
学
生
以
上

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

日
時　
７
月
14
日
㈰　
15
時
～
（
開
場
＝
14

時
30
分
）

場
所　
市
民
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

定
員　
約
千
人

内
容　
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
界
の
ベ
テ
ラ
ン
歌
手

が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
劇
風
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

さ
さ
き
い
さ
お
、
堀
江
美
都
子
、

森
口
博
子
、
影
山
ヒ
ロ
ノ
ブ

料
金【
全
席
指
定
】　
１
階
席
＝
２
５
０
０
円
、

２
階
席
＝
２
千
円

※
当
日
購
入
の
場
合
は
５
０
０
円
増
し

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金
に

な
っ
て
い
ま
す

販
売
開
始　
４
月
15
日
㈪　
10
時
～

申
市
民
文
化
会
館
ま
た
は
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に

て
発
売

問（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎（
24
）８
９
９
６

玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜

玖
珂
町　
☎（
82
）６
５
１
１

腰
痛
予
防
改
善
教
室「腰

ト
レ
教
室
」

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な

市
民
文
化
会
館

玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

イ
ベ
ン
ト
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い
人

日
時　
５
月
９
日
㈭
～
６
月
27
日
㈭
の
毎
週

木
曜　
20
時
～
21
時
（
全
８
回
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

内
容　
腰
痛
予
防
や
改
善
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
目
的
と
し
た
教
室

料
金　

８
５
０
円
／
回
（
全
８
回
参
加
は

５
４
０
０
円
）

持
参
品　
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
大
き
め

の
タ
オ
ル
で
も
可
）、
飲
み
物

募
集
期
間　
４
月
16
日
㈫　
10
時
～

申
問
電
話
ま
た
は
直
接
、
K
U
G
A
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ（
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
82
）６
６
０
０

楽
し
く
始
め
る
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル

　
英
語
や
譜
面
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
！

気
軽
に
ジ
ャ
ズ
を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
市
内
ま
た
は
近
郊
に
住
ん
で
い
る

ジ
ャ
ズ
の
好
き
な
人

昔
の
学
校
の
授
業
を

　
　
　
　
　
体
験
し
て
み
よ
う

対
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
生

日
時　
５
月
11
日
㈯　
①
10
時
～
11
時　

②
14
時
～
15
時

定
員　
各
４
人
（
先
着
順
）

内
容　
国
語
、
歴
史
な
ど
の
授
業
を
昔
の
教

具
（
石
盤
な
ど
）
を
使
っ
て
体
験
す
る

募
集
期
間　
4
月
18
日
㈭　
９
時
～

申
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

日
時　
５
月
10
日
㈮
～
令
和
７
年
３
月
28
日

㈮
の
毎
月
第
２・
４
金
曜　

13
時
30
分
～
15

時定
員　
10
人
（
先
着
順
）

内
容　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ズ
ボ
ー

カ
ル
教
室

講
師　
蔵
本
り
さ
氏

料
金　
５
千
円
／
月

募
集
期
間　
４
月
16
日
㈫　
10
時
～

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

岩
国
三
丁
目　
☎（
41
）０
５
４
０

ミ
ニ
企
画
展

●
藤
岡
市
助
と
家
族

日
時　
４
月
14
日
㈰
～
７
月
７
日
㈰

内
容　
写
真
や
家
財
道
具
な
ど
市
助
の
家
族

に
関
す
る
資
料
を
紹
介

問
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　
☎（
22
）０
４
９
０

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　
５
月
12
日
㈰　
10
時
30
分
～
12
時

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

※
８
人
以
下
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん

講
師　
松
本
正
江
氏

料
金　
千
円

持
参
品　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
汗

拭
き
用
タ
オ
ル

募
集
期
間　
５
月
10
日
㈮
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

料金の記載がないものは原則無料です

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

働
く
婦
人
の
家

ホームページ
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（
友
の
会
会
員
は
１
３
５
０
円
）、
高
校
生
以

下
＝
５
０
０
円

募
集
期
間　
４
月
17
日
㈬
～

申
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
４
月
25
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　
☎（
29
）１
６
０
０

さ
わ
っ
て
た
の
し
む

し
か
け
絵
本
展

　
日
時　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁　
９
時

30
分
～
18
時
（
最
終
入
場
＝
17
時
30
分
）

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）

麻
里
布
町
六
丁
目　
☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
赤
・
青
・
緑
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
ら

せ
ろ
！

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
す
る
小
学

３
～
６
年
生

日
時　
①
５
月
12
日
㈰　
②
５
月
26
日
㈰

10
時
～
12
時

※
重
複
で
の
申
し
込
み
不
可

定
員　
各
16
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　
ブ
レ
ッ
ド
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
L
E
D

実
験
装
置
を
作
り
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
性

質
な
ど
を
学
ぶ

持
参
品　
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　
４
月
18
日
㈭　
９
時
～
26
日
㈮

17
時

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
科
学
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

●
天
然
ガ
ス
お
も
し
ろ
実
験
w
i
t
h
山
口

合
同
ガ
ス
株
式
会
社

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
す
る
小
学

３
～
６
年
生

日
時　
５
月
19
日
㈰　
10
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　
市
役
所　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　
液
体
窒
素
を
使
っ
て
超
低
温
の
世
界

を
体
験
す
る

募
集
期
間　
４
月
18
日
㈭　
９
時
～
26
日
㈮

17
時

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
科
学
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

 

問
科
学
セ
ン
タ
ー

パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　
☎（
84
）１
４
０
０

林
家
染
太
独
演
会

～
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
！
～

日
時　
６
月
15
日
㈯　
14
時
～

定
員　
５
０
０
人

料
金【
全
席
自
由
】　
一
般
＝
１
５
０
０
円

科
学
セ
ン
タ
ー

手話  
今月の手話「甘い」

指を伸ばした右手の手のひ
らを口の辺りにつけて

❶

口元で手を

❷

    回す。

❸
ワンポイント
講座 29

　このコーナーでは日常生
活で使える身近な手話を紹
介します。一緒に手話を学
びましょう！
問障害者支援課
☎(29)2522

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

ホームページ
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岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

詞　

  

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

曲　

  

池
辺
晋
一
郎

一　
旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　
輝
や
か
に　
大
河
を
渡
る

　
　
錦
帯
橋

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　
翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　
子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　
飛
び
立
つ

　
　
　
　
　
遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

二　
大
空
の
光
浴
び
て

　
　
き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　
錦
川

　
　

　
　
　
　
　
せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　
心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら　
　

　
　
　
　
　
生
き
て
る

　
　
　

　
　
　
　
　
美
し
い
こ
の
街
で

　こちらのサイトから
岩国市歌の楽譜や、合
唱・メロディーの音源
データをダウンロード
することができます。

　

知っちょる!?

市役所なんでも

Ｑ

Ａ　　　　　市役所本庁舎の２階に
　　　　ある「市政情報コーナー」
　　　　では、市の総合計画など
の各種計画や報告書、予算書・決
算書、条例・規則、議会の議事録
など、市政に関するさまざまな資
料を閲覧することができるほか、
過去の「広報いわくに」などを見
ることができます。
　またインターネット閲覧用のパ
ソコンを設置しているので、調べ
物をする際などに活用することも
できます。
　利用時間は、市役所窓口の開庁
時間中（８時30分から17時15分
まで）で、誰でも利用できます。利
用手続などは必要ありません。
　市政に関する刊行物や資料を見
たいときは、「市政情報コーナー」
を利用してください。
問総務課☎（29）5031

　　　　　市政情報コーナーとは
　　　　どんなところですか？

Ｑ＆Ａ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
（
山
登
り
）

対
象　
小
学
５
・
６
年
生

日
時　
５
月
11
日
㈯　
８
時
～
16
時

場
所　
二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

※
集
合
・
解
散
場
所
＝
総
合
体
育
館

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

料
金　
３
千
円
（
当
日
持
参
）

持
参
品　
山
登
り
に
適
し
た
服
装
、
軍
手
、

水
筒
、
雨
具
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間　
４
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮

※
承
諾
書
の
記
入
・
押
印
が
必
要

申
問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

場
所　
企
画
展
示
ホ
ー
ル

内
容　
め
く
っ
て
さ
わ
れ
る
体
験
型
絵
本
展

※
無
料
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同
時
開
催

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　
☎（
31
）０
０
４
６

こ
ど
も
の
読
書
週
間
特
別
企
画

日
時　
４
月
23
日
㈫
～
５
月
12
日
㈰

（
土
・
日
曜
の
14
時
～
14
時
30
分
を
除
く
）

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

内
容　
団
体
貸
し
出
し
用
大
型
絵
本
の
展
示

問
中
央
図
書
館

総
合
体
育
館

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　
☎（
32
）７
４
１
１

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

対
象　
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
５
月
7
日
㈫
～
７
月
9
日
㈫
の
毎
週

火
曜（
全
10
回
）15
時
～
16
時
30
分

場
所　
総
合
体
育
館　
武
道
場

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

講
師　
村
岡
由
寿
美
氏

料
金　
４
０
０
円
／
回

募
集
期
間　
４
月
15
日
㈪
～
随
時

申
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）

岩
国
市
体
育
協
会
☎
FAX（
32
）７
３
７
２

料金の記載がないものは原則無料です

ホームページ

岩
国
運
動
公
園

中
央
図
書
館

23 2024.4.15
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いじめで困ったときや不安や悩みがあったときなど
24時間受け付け(やまぐち総合教育支援センター）
問相談専用 0120－0－78310

５月13日㈪ 9時30分～11時30分(地域包括支援センター)
問高齢者支援課☎(29)2566(要予約)

５月 7日㈫ 10時～12時(美川保健センター)
５月13日㈪ 10時～12時(由宇保健センター)
５月14日㈫ 10時～12時(岩国市保健センター)
５月20日㈪ 10時～12時(総合センター日向 周東)
５月21日㈫ 10時～12時(市役所)
問高齢者支援課☎(29)2566(要予約)

差別問題、人権に関する悩みごとなど
法務局職員 毎週月～金曜  8時30分～17時15分
人権擁護委員 毎週月・火・木・金曜  9時～16時

(法務局常設相談所)
５月 1日㈬  9時～12時(装港供用会館)
問山口地方法務局岩国支局☎(43)1125

日常生活の中での困りごとや心配ごとなど
第２・４火曜 13時～16時30分 ※祝日を除く(福祉会館)
問社会福祉協議会岩国支部☎(22)5877
５月 8日㈬ 10時～11時30分(総合センター奏 玖珂）
問社会福祉協議会玖珂支部☎(82)3231
５月 9日㈭ 10時～12時(美和老人福祉センター）
問社会福祉協議会美和支部☎(96)0600
５月13日㈪ 10時～11時30分(周東中央福祉会館相談室）
問社会福祉協議会周東支部☎(84)1100
５月15日㈬  9時～11時30分(錦公民館）
問社会福祉協議会錦支部☎(72)2211

毎週月・火・木・金曜  9時～17時
問山口県交通事故相談所☎083－933－2623

５月　7日㈫  9時30分～12時(錦公民館)
問社会福祉協議会錦支部☎(72)2211
５月22日㈬  9時30分～12時(本郷山村センター)
問社会福祉協議会本郷支部補聴器センター☎(22)1220

毎週月～金曜  9時～12時、13時～17時
(岩国市消費生活センター）
問岩国市消費生活センター☎(22)1157　☎188
毎週月～金曜  8時30分～17時
(山口県消費生活センター相談コーナー）
問山口県消費生活センター☎083－924－0999

　家族介護者相談

　認知症相談会

　心配ごと相談

　補聴器相談

　消費生活相談　24時間子どもＳＯＳダイヤル

　人権相談

　交通事故相談

●相談内容
　父が亡くなり、低価格な家族葬プランを
広告している葬儀社に見積もりを依頼し
た。広告では「家族葬は約30万円から」と
あったが、担当者に「30万円では家族葬が
できません」と言われ、オプションを追加
されていった。
　価格表などは担当者の手元にあり、私た
ちにはよく見えなかった。合計額が300万
円近くになり驚いていると、家族葬250万
円のセットプランを勧められ、仕方なく契
約した。広告とは異なる高額費用に不満だ。

●今回の助言
　低価格な家族葬プランの広告を見て、そ
の葬儀社に依頼したが、オプションを付け
られて結局高額となったという相談が全国
の消費生活センターに寄せられています。
　葬儀は規模によって数百万円と高額にな
るにもかかわらず、検討や準備のための時
間がありません。そのため事前の情報収集
が大切です。事前相談なども利用し、あら
かじめ希望する内容を大まかに決めて、依
頼する葬儀社を見つけておくと落ち着いて
準備することができます。
　また葬儀社との打ち合わせは複数人で受
け、見積書の内容をよく見て、不明な点は
確認するようにしましょう。
問消費生活センター☎（22）1157

消費生活

ワンポイント
講座

217. 葬儀サービストラブルに注意！
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市政に対するご意見やご要望など
毎週月～金曜(市政相談室）
問市政相談室☎(29)5017　 FAX (22)2866

国の行政に関するご意見やご要望など
5月 9日㈭ 10時～12時(美和老人福祉センター)
問美和総合支所地域振興課☎(96)1111
5月 9日㈭、23日㈭ 10時～12時(市役所４階会議室43）
問市政相談室☎(29)5017
5月10日㈮ 10時～12時(総合センター日向 周東)
問周東総合支所地域振興課☎(84)1111
5月14日㈫  9時～12時(錦公民館)
問錦総合支所地域振興課☎(72)2110
5月14日㈫ 10時～12時(総合センター奏 玖珂)
問玖珂支所地域振興班☎(82)2511
5月15日㈬  9時30分～12時(本郷ふるさと交流館)
問本郷支所地域振興班☎(75)2311

民事紛争や金銭問題、離婚問題など
５月 2日㈭  9時～16時 定員16人(市役所会議室)
５月16日㈭  9時～12時 定員 8人(市役所会議室)
※前日の９時から予約受け付け(先着順）、１人20分間
問予約専用☎(22)0320、市政相談室☎(29)5017
５月28日㈫ 10時～12時(社会福祉協議会由宇支部)
問社会福祉協議会由宇支部☎(63)3022(要予約)

毎週火曜 15時30分～18時(山口県弁護士会岩国地区会館)
※１人30分間５千円
※交通事故相談(第１・３木曜) 15時30分～18時は無料
問山口県弁護士会岩国地区会岩国法律相談センター
☎0570－064－490(要予約)

５月14日㈫、28日㈫ 10時～12時、13時～15時(山口県弁護士会)
問相談専用☎083－920－8730
山口県弁護士会☎083－922－0087

遺言、相続、農地の転用など
５月 1日㈬ 13時30分～15時30分（総合センター奏 玖珂）
問社会福祉協議会玖珂支部☎(82)3231
５月 1日㈬ 13時30分～16時（周東中央福祉会館相談室）
５月 9日㈭ 13時30分～15時30分(市役所４階相談室)
問山口県行政書士会岩国支部☎090－9410－0363

毎週月～土曜  9時～21時 ※土曜は17時まで
問☎0570－078374　☎03－6745－5600(IP)

５月11日㈯ 13時～17時(福祉会館)
※前々日の17時まで予約受け付け
問山口県司法書士会☎083－924－5220(要予約)

境界、建物調査測量、登記申請、相続、空き家問題など
５月15日㈬  9時～12時 定員６人(市役所４階会議室43) 
※前日の９時から予約受け付け(先着順）、１人30分間
問予約専用☎(22)0320
山口県土地家屋調査士会岩国支部☎(28)6008
山口県司法書士会岩国相談担当☎(21)8686

５月10日㈮ 10時～12時(市役所４階相談室)
問山口県社会保険労務士会岩国支部☎(22)7548

毎週水曜  9時～17時 ※祝日を除く(こども館２階)　
問労働相談窓口☎(22)0160

５月 ７日㈫、17日㈮  9時～16時50分 定員５人(岩国県民局)
問山口しごとセンター☎083－974－5120(要予約)
●若年無業者(15歳～49歳)の心理面談
５月10日㈮ 9時～17時(麻里布分室２階会議室)
●若年無業者(15歳～49歳)のキャリア面談
５月 2日㈭、 9日㈭、16日㈭ 9時～17時
(麻里布分室２階会議室)
問しゅうなん若者サポートステーション
☎0834－27－6270(要予約)

毎週月～金曜(男女共同参画室）
問相談専用☎(29)1155

健康、友達、学校、家庭のことで悩んだら
毎週月～金曜  9時30分～17時(青少年課）
問相談専用☎(43)0900、 0120－22－7830(携帯不可)

５月10日㈮ 14時～16時(岩国市保健センター)
問岩国市保健センター☎(24)3751(要予約)

　市政相談

　行政相談（行政相談委員）

　無料法律相談

　有料法律相談

　高齢者・障がい者のための電話法律相談

　法テラス

　司法書士無料法律相談

　土地家屋調査士・司法書士合同無料相談

　社会保険労務士無料相談

　ヤングテレホン岩国

くらしの相談窓口

　行政書士無料相談

　就職相談（キャリアカウンセリング）

　男女共同参画相談

　労働相談

　こころの健康相談
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人権啓発
コーナー

人権研修のお問い合わせ
　人権課☎（29）5080問

　

人権啓発
コーナー

人権研修のお問い合わせ
　人権課☎（29）5080問

CATV「アイ・キャン」11ch

岩国市政番組

かけはし
Ｋａ ｋ ｅ - ｈ ａ ｓ ｈ ｉ

広報番組

※放送時間は、EPG（リモコンの番組表
ボタンで操作）で確認してください
※番組編成の都合により、急きょ放送日
時や内容が変更になる場合があります

過去の市政番組は、
市ホームページから
見ることができます

CATV「アイ・キャン」11ch

岩国市政番組

かけはし
Ｋａ ｋ ｅ - ｈ ａ ｓ ｈ ｉ

広報番組

※放送時間は、EPG（リモコンの番組表
ボタンで操作）で確認してください
※番組編成の都合により、急きょ放送日
時や内容が変更になる場合があります

過去の市政番組は、
市ホームページから
見ることができます

放映：４月15日㈪
～28日㈰

　
20
世
紀
に
は
、
世
界
を
巻
き
込
ん
だ

大
戦
が
２
度
も
起
こ
り
、
人
権
の
保
障

が
世
界
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
の
１
９
４
８
年
、
国
連
で
採
択

さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
の
第
１
条
で
は

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と

権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
規

定
さ
れ
、
こ
の
宣
言
は
全
て
の
人
と
国

が
人
権
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
達
成
す

べ
き
共
通
の
基
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
６
６
年
に
は
国
際
人
権
規
約
が

採
択
さ
れ
、
国
連
は
１
９
９
５
年
か
ら

２
０
０
４
年
ま
で
の
10
年
間
を
「
人
権

教
育
の
た
め
の
国
連
10
年
」
と
決
議
し

ま
し
た
。
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
た

人
権
侵
害
の
事
例
が
、
冷
戦
終
了
と
同

時
に
表
面
化
し
、
国
際
社
会
全
体
で
人

権
課
題
に
取
り
組
む
機
運
が
高
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
人
権
の
世
紀
」
と
呼
ば

れ
る
２１
世
紀
の
現
在
も
な
お
人
権
に
関

す
る
問
題
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
近
年

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

ぼ
う謗
中

傷
な
ど
、
社
会
を
支
え
る
便
利
な
技
術

を
悪
用
し
た
事
例
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
人
々
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
他
者
の
人
権
を

傷
つ
け
た
り
、
ま
た
自
分
の
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
一
人
一
人

が
人
権
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
持
ち
、

お
互
い
を
尊
重
し
、
大
切
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

放映：５月６日㉁
                   　 ～19日㈰

５月は消費者月間です

　消費者トラブルの事例、岩国市消
費生活センターの活動などを紹介

整備が進められている岩国・大竹道
路の様子（岩国トンネル工事）

岩国・大竹道路と藤生長
野バイパスの整備促進

　岩国・大竹道路と藤生長野バイパ
スの進捗状況などを紹介

全
て
の
人
々
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

今年の消費者月間テーマは「デジタ
ル時代に求められる消費者力とは」
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ふ
る
さ
と
歴
史
ア
ラ
カ
ル
ト

岩
いわくにちょうこかん

国徴古館
昭和20年に旧岩国藩主吉川家によって
建てられ、その後岩国市に移管された市
立の博物館
住所：横山二丁目７－19　☎（41）0452
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

目の不自由な人へ

交通事故発生件数

岩国市　人口・世帯

５
月
６
日
㉁
ま
で
企
画
展

「
岩
国
徴
古
館
の
今
ま
で
と

こ
れ
か
ら
」
を
開
催
中
で
す
。

　
岩
国
徴
古
館
は
、
現
在
の
場
所
（
横
山
二

丁
目
）
に
竣
工
し
て
今
年
で
８０
年
目
を
迎
え

ま
す
。
岩
国
徴
古
館
の
敷
地
は
、
そ
れ
以
前

に
は
ど
ん
な
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
土
地
使
用
の
変
遷

を
た
ど
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
頃
、
こ
の
土
地
に
は
杉

岡
正ま

さ
か
ね兼
と
い
う
武
士
の
屋
敷
が
建
っ
て
い
ま

し
た
。
杉
岡
は
二
代
岩
国
領
主
・
吉き

っ
か
わ川
広ひ

ろ
ま
さ正

の
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
た
人
物
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

寛
永
７（
１
６
３
０
）年
に
処
刑
さ
れ
た
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
屋
敷
地
は
主
人
が

不
在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
岩
国
領
に
没
収

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
続
い
て
寛
文
１２（
１
６
７
２
）年
に
こ
の
土

地
に
は
、
岩
国
領
の
会
計
役
所
に
あ
た
る

勘か
ん
ば場
が
移
設
さ
れ
ま
す
。
勘
場
は
元
禄
２

（
１
６
８
９
）年
に
御お

く
ら
も
と

蔵
元
と
改
称
し
、
明
治

時
代
初
め
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
岩
国
領

内
の
会
計
や
行
政
的
な
事
項
を
処
理
す
る
中

心
的
な
役
所
と
し
て
機
能
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
以
後
、
こ
の
土
地
は
岩
国
の
教

育
・
文
化
の
中
心
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
明
治
１８（
１
８
８
５
）年
か
ら

旧
制
山
口
中
学
校
岩
国
分
校
、
明
治
３０
年
か

ら
は
旧
制
玖
珂
郡
立
実
業
補
習
女
学
校
（
と

も
に
現
在
の
岩
国
高
等
学
校
）
の
学
校
用
地

と
し
て
使
用
さ
れ
、
多
く
の
生
徒
が
こ
の
地

で
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

　
大
正
３（
１
９
１
４
）年
に
学
校
用
地
と
し

て
の
使
用
が
終
わ
る
と
、
こ
の
土
地
使
用
に

関
す
る
記
録
は
し
ば
ら
く
確
認
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
１５（
１
９
４
０
）年

に
吉き

っ
か
わ川
報ほ

う
こ
う
か
い

效
会
の
決
議
に
よ
り
、
こ
の
土
地

に
博
物
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
す
。

昭
和
１７
年
に
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
２０

年
３
月
に
竣
工
し
、
岩
国
徴
古
館
が
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
岩
国
徴
古

館
は
岩
国
の
歴
史
・
文
化
を
解
明
し
、
そ
の

内
容
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
岩
国
徴
古
館
の
土
地
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

行
政
・
教
育
・
文
化
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
後
、
こ
の
土
地
が
岩
国
徴
古
館
と
共

に
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
紡
い
で
い
く
の
か
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

人口　126,340人【前月比 －223人】　男性　60,296人　女性　66,044人

世帯　64,880世帯【前月比 －94世帯】　※外国人人口を含む（2024年３月１日現在）

２月分事故件数　18件（30件）　死者数　0人（0人）　傷者数　21人（34人）
※高速道路発生分を除く。（　　）内は 2024 年累計

「広報いわくに」のCDをお貸しします。
お問い合わせは、秘書広報課☎（29）5016　　（21）3337FAX

岩
国
徴
古
館
の
土
地
の
歴
史
を
深
掘
り  

写真：旧制玖珂郡立実業補習
　　　女学校の校舎

写真：建設中の岩国徴古館



435　
広
報
い
わ
く
に

編
集

・
発

行
/岩

国
市

総
務

部
秘

書
広

報
課

広
報

班
　

〒
740-8585　

山
口

県
岩

国
市

今
津

町
一

丁
目

14番
51号

　
TEL/0827-29-5016

FAX/0827-21-3337　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://w

w
w

.city.iw
akuni.lg.jp/　

E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷

/山
口

印
刷

工
業

㈱
日

本
製

紙
㈱

岩
国

工
場

で
生

産
さ

れ
た

紙
を

使
用

錦中央病院・美和病院の診療科目　内科：月～金 ※下記は変更になる場合があります

小林医院　　　　　　周東町西長野　　☎（84）0613
つきおか歯科　　　　由宇町中央   　　☎（63）1700

八木クリニック　　　玖珂町829-1 　　 ☎（82）1212
大矢歯科　　　　　　由宇町南         　☎（63）1182

17日㈮　錦中央・整形外科（午前）
20日㈪　錦中央・整形外科（午前）
21日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　美和・眼科（午前）
22日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　　　美和・整形外科（午前）
23日㈭　錦中央・眼科（午前）
24日㈮　錦中央・整形外科（午前）
27日㈪　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　脳外科（午後）
28日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　美和・眼科（午前）
29日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
30日㈭　錦中央・眼科（午前）
31日㈮　錦中央・整形外科（午前）

周防病院　　　　　　周東町上久原　　☎（84）1223

●救急相談センター広島広域都市圏
　☎♯7119
　携帯電話からは☎082（246）2000
　24時間365日対応

●小児救急医療電話相談
　対象：15歳未満の子供
　☎♯8000
　利用できない場合は☎083（921）2755
　毎日午後７時～翌朝８時まで

休日当番医　９時～17時（受付は16時30分まで）　※歯科：９時～12時（受付は11時30分まで）

休日・救急医療

日曜・
祝日・夜間の

急病

医師会病院救急センター
住所：室の木町三丁目６－12　☎（21）1199

内科・小児科・外科・歯科診療科目

診療時間 ●平日・土曜：午後７時～午後10時（内科・外科）
●日曜・祝日：午前９時～午後10時（内科）
　　　　　　午前９時～午後７時（外科）
　　　　　　午前９時～正午（歯科）

※日曜・祝日（午前９時～正午）に小児科医が出務しています
※専門医が出務できない場合もあります。事前にご確認ください

救急医療の相談は

※令和６年４月から旧岩国市の区域における休日当番医は廃止
となりました
※上記は変更になる場合があります。当日の新聞や市ホーム
ページなどでご確認ください
※急患以外の場合はご遠慮ください　問地域医療課☎(29)5011

5月１日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　　　２日㈭　錦中央・眼科（午前）
　　7日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　      美和・眼科（午前）
   　　８日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　　　　　美和・整形外科（午前）
　　　　９日㈭　錦中央・眼科（午前）
　　　　10日㈮　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　　　皮膚科（午前）
　　13日㈪　錦中央・整形外科（午前）、
　　　　　　脳外科（午後）
　　14日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）
　　　　　　美和・眼科（午前）
　　15日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）
　　16日㈭　錦中央・眼科（午前）

錦中央病院☎（72）2321 ・ 美和病院☎（96）1155問

ＬＩＮＥで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは広報紙の他、
イベントや防災情報などを配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

５月12日㈰

５月19日㈰

５月26日㈰
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